
７ 改良シート張り工（１/７）
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（１）ブルーシート（５.４ｍ

×３.６ｍ）を堤防天端に広げ

る。

ブルーシートに合計４８個

の穴を空ける。

塩ビ管（外径φ４８ｍｍ×

内径φ４４ｍｍ、３.０ｍ）６

本をブルーシートに乗せる。

（２）藁縄を使用し、塩ビ管

とブルーシートをイボ結び

（シオリ）で固定する。



-２-

７ 改良シート張り工（２/７）

（４）土のう１袋につき、２

本のクレモナロープ（重し土

のう用・５ｍ）を使用する。

まず、一番下の塩ビ管に、

土のうを乗せずにカミククシ

結び（カマサゲ）を行う。

（３）クレモナロープ（シー

ト張用・１５ｍ）３本と塩ビ

管を結束する。

シートの下部から結んでい

く。
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（６）最後に、上段の竹に、

フナ結びを行う。

７ 改良シート張り工（３/７）

（５）次に、一番下の塩ビ管

に土のうを乗せる。土のうの

しばり口を下流側に向けて乗

せること。

下のロープを上に持ってき

て、図のとおり、イボ結び

（シオリ）を行う。

（７）クレモナロープ（あお

り止め用・１２ｍ）１本を使

用し、あおり止め用土のうを

計２袋作成する。
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７ 改良シート張り工（４/７）
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（８）留杭（０.９ｍ）の打ち

込みを、堤防の居住地側斜面

に３か所行う。

枕土のう１２袋は、堤防の

両側の肩にそれぞれ２袋ずつ

６か所、土のうのしばり口を

下流側に向けて設置する。

７ 改良シート張り工（５/７）

（９）（７）で作成した、あ

おり止め用土のうのクレモナ

ロープの先を、一番上流部の

留杭に複数回巻きつけてから

フナ結びまたはもやい結び

で結束する。
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（１０）３本の留杭にクレモ

ナロープ（シート張り用・１

５ｍ）と重し土のうを付けた

ロープ１本を複数回巻きつけ

てからフナ結びまたはもや

い結びで３か所結束する。

青ビブスを着用の上、クレ

モナロープ（命綱用・１０

ｍ）を身体にもやい結びで巻

き付けたうえで、シートを転

がすように投げ込み、最後に

あおり止めの重し土のうを上

流側に入れる。

７ 改良シート張り工（６/７）
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７ 改良シート張り工（７/７）



７ 改良シート張り工
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資材（１組あたり）

土のう
（線無し）

ブルーシート
（５.４ｍ×３.
６ｍ）

塩ビ管
（外径φ４８ｍｍ×
内径φ４４ｍｍ、
３.０ｍ）

留杭
（０.９ｍ）

藁縄 青ビブス

１７袋 １枚 ６本 ３本 ３玉 １着

クレモナロープ
（シート張り用・

１５ｍ）

クレモナロープ
（重し土のう用・

５ｍ）

クレモナロープ
（あおり止め用・１

２ｍ）

クレモナロープ
（命綱用・１０

ｍ）

３本 ６本 ２本 １本

器材

掛矢 鎌 カッターナイフ

１個 １個 ３個

（参考資料） 資材・器材一覧


